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ケ
富

岡

ご
よ
み

行
事

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

17
　
末
社
・
七
渡
神
社
例
祭（
午
前
十
一
時
）

平
清
盛
も
尊
崇
し
た
水
辺
の
守
り
神
、
市い

ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
島
姫
命
を
お
祀

り
し
て
い
ま
す
。

4
月
〜
卯
月
〜

　
　

昭
和
天
皇
の
御
遺
徳
を
し
の
ぶ
御
祭
り
で
す
。

5
月
〜
皐
月
〜

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

5
　
末
社
・
徳
寿
神
社
例
祭

14
　
末
社
・
大
国
主
社
な
ら
び
に
車
析
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
客
神
社
例
祭

28
　
月
次
祭
（
例
祭
）

境
内
か
ら
少
し
離
れ
た
永
代
二
丁
目
に
鎮
座
し
て
い
る

お
稲
荷
さ
ま
で
す
。

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

３
　
神
武
天
皇
祭
遥
拝

９
　
末
社
・
永
昌
五
社
稲
荷
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

22
　
末
社
・
聖
徳
太
子
社
例
祭

24
　
末
社
・
野
見
宿
祢
社
例
祭
　

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

29
　
昭
和
祭

6
月
〜
水
無
月
〜

七
渡
神
社
例
祭
に
際
し
初

穂
料
（
三
千
円
よ
り
）
を

ご
奉
納
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
お
札
と
供
物
を
お

頒
ち
い
た
し
ま
す
。

　過ぎし半年の無事に感謝
し、来たる半年の平穏を祈
る夏

なつ

詣
もうで

は日本の新しい風習
です。
　半年のスタートに、ぜひ神
社にお参りしてみませんか。
（本誌８頁もご覧ください）

六
月
十
五
日
か
ら

　
　
　
七
月
十
五
日
ま
で
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28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

30
　
末
社
・
住
吉
神
社
例
祭

　
　
夏
越
の
大
祓
（
午
後
三
時
斎
行
）

半
年
に
一
度
行
わ
れ
る
、
罪
穢
を
祓
い
清
め
る
お
祭
り
で
す
。

茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
か
ら
「
茅
の
輪
神
事
」
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

夏
詣
期
間
中

茅
の
輪
守
り
を
授
与
い
た
し
ま
す

7
月
〜
文
月
〜

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
富
士
浅
間
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

富
士
山
の
女
神
・
木

こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

花
咲
耶
姫
命
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
一
日
に
限
り
、疫
病
除
け
の「
大
蛇
守
」
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

富士浅間神社の裏には
小さな富士塚が。

大蛇守は麦わらと和紙の二種類が
あります。（初穂料各千円）

　
こ
の
た
び
富
岡
八
幡
宮
規
則
及
び
内
規
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
禰
宜
佐
藤
諭
が
権
宮
司
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
た
に
禰
宜
二
名
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
四
月
一
日
付
）

　
権
宮
司
　
佐
藤
　
諭
（
新
任
）

　
禰
　
宜
　
小
林
浩
次

　
禰
　
宜
　
板
野
智
好
（
新
任
）

　
禰
　
宜
　
城
野
弦
矢
（
新
任
）

　
な
お
禰
宜
長
谷
健
次
郎
は
参
事
と
し
て
引
き
続

き
奉
務
い
た
し
ま
す
。



4

と み が お かNO.116令和 7年 4月発行

富岡八幡宮御鎮座四百年記念事業

客殿

社務所

来る令和９年富岡八幡宮御鎮座 ４００年を迎えます。
このよき年を祝し、次の百年さらに祭祀の厳修を図り、この地域の氏神神社と
して、また東京に名にし負う神社として役割をはたしていく基となるように、
次のような御鎮座四百年事業を展開してまいります。
皆様のご理解とご奉賛をお願い申し上げます。

一 . 御本殿大修理
　　　御本殿の耐震補強工事・お屋根の葺き替え工事、内外装工事等を行います。

二 . 客殿の新築
　　　御本殿修理中は仮殿とし、御本殿竣工後は参拝控室・直会場として使用します。

三 . 社務所移転新築
　　　�社務所を移転新築、現社務所は解体し御本社から弁天池にかけて広々としていた

戦前の境内を取り戻します。（この事業は令和９年以降の実施となります）

四 . 御鎮座四百年奉祝大祭
　　　令和９年８月に皆様と共に執り行い、弥高い御神威を仰ぎ奉ります。
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◉一口　金五千円
　御奉賛頂いた全ての方の御芳名を台帳に記載し御神前に奉納いたします。
　奉納頂いた方にはやむをえず伐採した御神木で奉製した記念品をお渡しいたします。

申し込み方法
◉氏子各町でのお申込み　氏子各町の皆様は各町で行う募金にご応募ください
◉八幡宮社務所でのお申込み
　ご来社頂き、所定の申込用紙にご記入頂きます。（午前９時より午後５時まで）
◉現金書留でのお申込み
　現金書留にて下記富岡八幡宮までお送りください。ご協賛頂ける口数・ご住所・お名
前・電話番号を明記した紙を同封願います。

〒135–0047　東京都江東区富岡１丁目20番３号　富岡八幡宮
　銀行振り込みご希望の方は神社までお問い合わせください。
　申込み期限　令和９年12月末まで

４００年記念事業
ご奉賛のお願い

崇敬会旅行 高野山と伊勢神宮
11月10日から12日

2月2日

節分祭節分祭

富が岡歳時記富が岡歳時記
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二
月
二
日
、
こ
の
一
年
の
除

災
招
福
を
祈
願
し
て
節
分
祭

豆
撒
き
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
境
内
に
は
多
く
の
参
拝

者
が
詰
め
か
け
大
き
な
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

福
豆　

朋
和
商
事
㈱

　
　
　
　

㈱
近
藤
徳
次
商
店

　

醤
油　

ヤ
マ
サ
醤
油
㈱

節
分
祭
豆
ま
き
式

協
賛
者
芳
名

節
分
祭
富
く
じ
協
賛
者
芳
名�

（
敬
称
略
）

特
賞
・
二
等
・
三
等

　
　

富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会

㈱
ア
ブ
ア
ブ
赤
札
堂　

深
川
店

㈱
秋
山
写
真
工
房

イ
シ
イ
の
甘
栗　

深
川
店

㈱
伊
勢
屋
鬼
頭

㈱
伊
藤
園　

江
東
支
店

エ
ン
ゼ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー　

門
前
仲
町
店

㈲
近
江
屋
本
店

岡
満
津

花
月
園

㈱
海
琳
堂

㈱
カ
ラ
カ
マ

カ
レ
ー
カ
フェ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
門
前
仲
町

甘
味
処　

由
は
ら

季
華

其
角
せ
ん
べ
い

㈱
近
為

㈲
サ
カ
グ
チ　

坂
口
せ
つ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
木
場
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
店

鈴
木
達
也

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン　

江
東
門
前
仲
町
店

㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店

㈲
タ
カ
マ
洋
品
店

遠
山
薬
局

東
京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
㈱

東
天
紅　

深
川
店

㈱
に
ん
べ
ん

㈲
ピ
コ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

深
川
一
穂

深
川
伊
勢
屋

深
川
宿
深
川
八
幡
店

深
川
仲
町
通
り
商
店
街
振
興
組
合

節分祭豆撒き式

深
川　

華

㈱
藤
亀
建
設

ブ
テ
ィ
ッ
ク
プ
レ
ミ
エ
ー
ル

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱

ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京

㈱
本
間
書
店

㈲
松
屋
雑
貨
店

万
葉
倶
楽
部
㈱　

豊
洲
千
客
万
来

門
仲
ど
ら
や
き　

ど
ら
山

山
屋
食
品
㈱

㈱
ユ
カ　

江
東
支
店

豆撒き式特別ゲスト

富くじ当選の皆さん
一等　温泉旅行ペアご招待
　小島さん（江戸川区西葛西）
二等　都内有名ホテルペアご招待
　川端さん（中央区勝どき）
三等　シンフォニークルーズランチペアご招待
　広瀬さん（江東区富岡）
イースト２１ 東京特別賞　レストランご招待
　内田さん（江東区永代）

ご
協
賛
あ
り
が
と
う

�

ご
ざ
い
ま
し
た

石倉　三郎さん
岩崎　宏美さん
岩崎　良美さん
大嶽部屋　大嶽忠博親方
王鵬幸之介さん
大嶽部屋力士の皆さん
大和田伸也さん
大和田健介さん
カトリーヌ・オーデンさん
嘉門タツオさん
ジャンクリストフ・アランさん
立川　談笑さん
テリー伊藤さん
日向　　薫さん
やくみつるさん
山井　綱雄さん
山田　邦子さん
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崇敬会のご案内
　
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
日
本
初
の
武ぶ

家け

法ほ
う

で
あ

り
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
に
も
強
い
影
響
を
与
え

た
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

。
そ
の
第
一
条
に
記
さ
れ
た
の
が
、

右
の
言
葉
で
す
。

　
神
様
は
人
間
の
尊
び
敬
う
心
に
よ
っ
て
そ
の
お
力

を
増
し
、
ま
た
人
間
は
神
様
の
お
力
を
い
た
だ
い
て

運
を
開
く
。

　
古
代
か
ら
の
日
本
人
の
信
仰
心
を
端
的
に
表
し
た

こ
の
言
葉
。
神
様
と
人
と
は
一
方
通
行
で
は
な
い
、

お
互
い
が
お
互
い
を
高
め
あ
う
存
在
で
あ
る
と
い
う

思
い
。

　
そ
の
思
い
を
か
た
ち
に
し
た
の
が
、崇
敬
会
で
す
。

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八
幡
様
の
御
神
徳
を

よ
り
一
層
仰
ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
々

と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た
い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様
と
と
も
に

日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
し

　
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ

会員特典

会員種別

• お名前を崇敬者台帳に記入し、毎
朝の祭典にて家内（社内）安全・
家業（社業）繁栄を祈願いたしま
す。

• 崇敬会特別祈願神札を毎年授与い
たします。

• 祭典・諸行事のご案内をいたしま
す。

• 八月の例祭期間に行われる崇敬会
員のみの特別参拝のご案内をいた
します。

• 社報「富ヶ岡」・「八幡ごよみ」な
どの出版物を贈呈いたします。

• 名誉会員は本会評議員に委嘱いた
します。

• 名誉会員には本祭り各町神輿連合
渡御特別観覧席に御招待いたしま
す。

•「法人会員のうち名誉会員・特別会
員の皆様には正月団体祈祷予約案
内を早期発送いたします。」

• 婚儀殿使用料の割引をいたします。
（会員種別・継続年数によって３～
10％の割引をいたします）

以下のいずれかにご入会いただき
ます。
　正　会　員　年会費　    3,000 円
　維持会員　年会費　    5,000 円
　賛助会員　年会費　  10,000 円
　特別会員　年会費　  50,000 円
　名誉会員　年会費 100,000 円
　なお、賛助会員以上は法人でも
ご入会いただけます。

出版物を贈呈いたします

祭典諸行事のご案内をいたします

毎朝、皆様のご安泰を祈念いたします

お問合せ・お申し込みは、社務所まで☎ 03（3642）1315

崇
敬
会
旅
行
案
内

北
海
道
神
宮
と

　
　
旭
川
上
川
神
社
参
拝

�

九
月
十
三
日
か
ら
十
四
日

（
一
泊
二
日
）

　
当
崇
敬
会
で
は
年
に
一
度
会

員
な
ら
び
崇
敬
者
の
皆
様
と
共

に
由
緒
あ
る
社
寺
・
祭
礼
を
訪

れ
る
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
第
二
十
六
回
を
迎
え

る
今
回
は
北
海
道
神
宮
と
旭
川

上
川
神
社
を
参
拝
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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１年間の半分が過ぎ、季節は本格的な “夏” を迎えます。
過ぎし半年の無事に感謝し、来る半年の平穏を祈る。
この夏神社にお参りしてみませんか。

６月15日から７月15日まで夏詣限定御朱印を授与しております

八幡さまの地主神、
七渡神社の例祭です

茅の輪をくぐって
半年の罪穢れを祓います

なつ　　 もうで

疫病除けの大蛇守を
授与いたします

6
15

7
15

大祓茅の輪

期間中
茅の輪守りを
授与いたします
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